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フィンテックで中小企業・小規模事業者のバックオフィス業務を効率化！ 

「クラウドサービス活用セミナー」を開催します！ 
 

 北九州銀行(頭取 藤田 光博)は、株式会社マネーフォワード(代表取締役社長 CEO

辻 庸介)、北九州市(市長 北橋 健治)、みずほ銀行（頭取 林 信秀)と「中小企業・

小規模事業者の生産性向上及び新たな起業促進に関する協定」を締結し、フィンテッ

クを用いた中小企業の業務効率化を推進しています。 

今般、同協定に基づく取り組みの一環として、中小企業の経営者や経理担当者、会

計事務所、税理士事務所など、様々な方を対象に、クラウドサービスを用いたバック

オフィス業務の効率化や、税理士から見たクラウド会計の上手な使い方について解説

する「クラウドサービス活用セミナー」を開催します。  

 今後も、同協定に基づき、より多くの事業者にクラウド会計の便利さを感じていた

だくための取組を進めてまいります。 

記 

１ 日  時  平成 28 年 10 月 19 日（水）16:00～18:00 
２ 場  所  fabbit（小倉北区浅野 2-14-3 あるある City2 号館 3 階） 
３ 実施体制  主催：北九州銀行、マネーフォワード、北九州市  

後援：北九州スタートアップネットワークの会 

４ プログラム 
   第 1 部  「フィンテックがもたらす会計業務へのインパクト」 
           株式会社マネーフォワード 

            取締役兼 Fintech 研究所長 瀧 俊雄 氏 
 
   第 2 部  「税理士から見たクラウドサービスについて」 
           税理士法人 TA パートナーズ 

代表/DEO 税理士 相浦 圭太 氏 
 

第 3 部  「ＭＦクラウドの活用について」 
           株式会社マネーフォワード 青山 徹 氏  

株式会社北九州銀行 地域振興部 

 

５ 参 加 費  無 料 ※ワンドリンクオーダー制（500 円）です 

以上 

 

平成２８年９月３０日

北 九 州 銀 行

マ ネ ー フ ォ ワ ー ド

北 九 州 市

×

【問い合わせ先】 

○北九州銀行 地域振興部           担当：端田   TEL 093-513-5371 

○北九州市産業経済局商業・サービス産業政策課 担当：安永、原 TEL 093-582-2285 

× 



中小企業の経営者・経理ご担当の皆さまへ
会計事務所・税理士事務所の皆さまへ

2016年10月19日日 時 （水）

問い合わせ：北九州銀行地域振興部（担当：端田） TEL：093-513-5371 

定 員 50名（先着順）

会 場
北九州市小倉北区浅野2-14-3 あるあるCity2号館 3階

クラウドサービスクラウドサービス活用セミナー活用セミナー
フィンテックを活用してバックオフィス業務を大幅に効率化！

16:00 ～ 18:00 （受付 15:30～）

オープニング

交流会

第1部

プ ロ グ ラ ム
16:00 ～
16:05 ～

16:40 ～

17:30～

参加費 無料

※公共交通機関でお越しいただくか、
お車でお越しの際は、
近隣の有料駐車場をご利用ください。

申 込

主 催

現在注目を集め、メディアでよく耳にする「クラウドサービス」！難しそうな言葉ですが、 使い方はとても
カンタンで、クラウドサービスを活用すると会計業務は劇的に変わります。
今回のセミナーでは、 フィンテック業界の先駆け的存在である「マネーフォワード」と、実際にマネーフォワード
のクラウド会計「ＭＦクラウド」を利用している「税理士法人TA パートナーズ」を講師にお招きして、
クラウドサービスを活用した「バックオフィス業務の大幅効率化」について、わかりやすく解説します！

裏面の申込書にご記入の上、
FAXにてお申込みください。

『フィンテックがもたらす会計業務へのインパクト』

『税理士から見たクラウドサービスについて』

株式会社マネーフォワード

取締役 兼 Fintech研究所長 瀧 俊雄 氏

税理士法人 ＴＡ パートナーズ
代表／ＤＥＯ 税理士 相浦 圭太 氏

第2部

■ フィンテック･･･「finance（ファイナンス）」と「technology（テクノロジー）」を合わせた造語。金融にＩＴ（情報技術）や ＡＩ（人工知能）を

導入した新たな金融サービスの総称です。
■ クラウド会計･･･ 従来の会計ソフトにクラウドコンピューティングの技術を導入して、銀行、カード、POSレジ等 からの情報を自動取得し、リアルタ

イムのデータを時と場所を選ばずに共有することを可能としたフィンテックサービスのひとつ。

□そもそもフィンテックとは？
□ＭＦクラウドは会計業務を変える！

□フィンテックが変える、会計・税務の世界
□他の会計システムとクラウド会計サービスの上手な使い分け

後 援
※ワンドリンクオーダー制（500円）です。

北九州スタートアップネットワークの会

× ×

17:15～ 『ＭＦクラウドの活用について』第3部
株式会社マネーフォワード 青山 徹 氏 / 北九州銀行 地域振興部

□ＭＦクラウドを導入するにはどうしたらいい？
□北九州銀行とマネーフォワードの連携について



TEL

ご住所

FAX ： ０９３‐５１３‐６６５５
株式会社 北九州銀行 地域振興部 行

貴社名 参加者名

■当セミナーを知ったきっかけは何ですか?
１．北九州銀行行員の紹介 ２．チラシ（入手場所： ） ３．北九州銀行のホームページ
４．Ｆacebook ５．知人からの紹介 ６．その他（ ）

【個人情報の取り扱いについて】
本申込書に記入いただきました個人情報は、本セミナー申し込みに関する受付管理事務およびセミナー開催前後の
申込者様へのご連絡、今後のセミナーのご案内以外の目的で利用することはありません。

クラウドサービス活用セミナー

定員に達し次第締め切りとさせていただきます。お申込確認によるご連絡は致しませんのでご了承ください。

問い合わせ：北九州銀行地域振興部（担当：端田） TEL：093-513-5371

株式会社マネーフォワード取締役兼Ｆintech 研究所長 瀧 俊雄 氏【第11部】

【第22部】

2004年 慶應義塾大学経済学部卒業後、野村證券入社。野村資本市場研究所にて、家計行動、
年金制度、金融機関ビジネスモデル等の研究に従事。

2011年 スタンフォード大学経営大学院卒業。
2011年より野村ホールディングスCEOオフィスに所属。
2012年10月より株式会社マネーフォワードに参画、取締役兼Ｆintech研究所長として経営全般
を担当。経済産業省「産業・金融・IT融合に関する研究所」、金融庁「フィンテック・ベン
チャーに関する有識者会議」に参加。
著書に『FinTech入門』日経BP社、2016年（株式会社マネーフォワード代表取締役社長CEO 
辻庸介氏との共著）がある。

セミナー参加申込書

講師ご紹介

税理士法人ＴＡ パートナーズ 代表/ＤＥＯ 税理士 相浦 圭太 氏

税理士。
1976年福岡県北九州市生まれ。
2002年北九州大学大学院経済学研究科卒。
2004年に税理士登録と同時に相浦税理士事務所開業。
2007年税理士法人ＴＡパートナーズ設立。

現在、創業支援・幸せ相続計画・ソーシャルビジネスをキーワードに、福岡や沖縄を中心に
活動を展開。その内の創業支援の分野では、経営や資金繰りなど様々な角度から、多数のス
タートアップのサポートを行っている。
またMFクラウドとの出会いを、税理士としての働き方や事務仕事の生産性を大幅に上げる
転換期と捉え、積極的な導入支援も行っている。
月間実務経営ニュース・納税通信・税理士新聞などに寄稿。

お名前

お名前

役職名

役職名

× ×

たき としお

あいうら けいた
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